




 

血小板粘着能は,血小板凝集能とは異なる機序であるとされており,その測定は血小板機能

異常の診断に重要な意義を有するものと思われる。現在,血小板粘着能の測定にはガラスビ

ーズ法が広く用いられているが,生体にとって異物であるガラスビーズを使用するため必

ずしも血小板と血管壁との関係を反映しているとはいえなかった。 


